
回 覧                                

 ウェルシー自治会 役員会議事録 平成 26 年 12 月 

日 時 平成 26 年 12 月 6 日(土) 19:00～20:30 場 所 ウェルシー集会所 2F 会議室 

出席者 

西田会長・丸山副会長・野坂副会長 [総務部] 福士・須藤 [財務部] 鈴木・星野 

[広報部] 栄枝  [防犯防災部] 佐藤・森出・豊田(昭)・松本 [保健衛生部] 橋本

[厚生部] 萩原・豊田(恭)  [文化体育部] 成田・緑川・多田 [会計監査] 小野  

[管理組合] 岩堀  [ウェルシークラブ] 鈴木   

   
  

１ 管理組合より 

 

 管理組合の岩堀理事より、既に全戸配布されている１２月号『広報もくせい西』に沿って、 

補足的に報告があった。 

 ケーブルテレビ設備導入工事が完了し、全戸の８０％が宅内の端子交換を実施した。導入に 

より、テレビ・電話・インターネット等にかかる経費が縮小し管理費の節約が期待できる。 

 ウェルシー委員会より長期修繕計画及び修繕維持積立金見直しについての答申があった。積立

金額は現状維持が望ましく、このまま進めば次回総会で積立金の値上げとはならない見通し。 

 

２ 会長・副会長より  

 

 11 月 22 日(土)第３回豊かな心を育む協議会に参加。幼・小・中・高の報告を聞き、自治会 

からの意見を出した。 

 12 月 20 日(土)丘のマラソン大会が開催の予定。11 月 29 日(土)に第１回実行委員会があり、

大会の概要説明や前回の反省等があった。今年は実験的にスタート位置を変更し、中学校の 

グラウンドを半周走ってから道路に出るようにする。例年、スタート直後の集団がほぼ塊の 

まま道路に出るため、多くの走者が車道にはみ出して危険という反省があったため。 

 来年 3 月 7･8 日(土･日)に南が丘公民館まつりが開催される予定。南が丘８自治会は実行委員

となっており、ウェルシーは例年着ぐるみを担当している。 

 南地区老人会・ふれあいまつりの反省会があった。老人会の送迎バスに添乗員がおらず混乱が 

あった点については、本来は民生委員が同乗する予定であったこと、今回はたまたま欠席で 

不在であったことがわかった。ふれあいまつりの準備ではテントの支柱が合わず混乱があった

ため、次回は事前に入念に確認することを申し合わせた。 

 自治会室の新パソコンは J:COM と契約し、既にインターネットに繋いでいる。セキュリティ

対策については、J:COM のセキュリティプログラムの適用を受けられる。 

 自治会用のメールアドレス取得については、メールを管理する者がおらず利用頻度も少ないと

思われるため、取得しないこととした。 

 毎年、エクシード自治会と合同で救急救命講習会を行っている。ある程度の人数が集まらない

と消防署に講習の依頼ができないということで、エクシードからウェルシー参加人数の問い合

わせを受けている。→ 防犯防災部がエクシードと連絡をとり、調整することとした。 

 

３  クリスマス会について （担当幹事堂田氏に代わり文化体育部） 

 

 12 月 21 日(日)開催のクリスマス会の内容・予算・進行等の詳細について説明があった。 

 参加者について、特に参加資格（ウェルシー住人であるかどうか）は確認しないこととする。 

 自治会役員で都合のつく方は、当日可能な時間内でお手伝いをお願いします。 

 キャンドル担当橋本さんより。役員の皆さんのお宅に使っていないウェディングキャンドルが

ありましたら、ご提供いただくか、お借りできると助かります。 

 



４  餅つき大会について （文化体育部） 

 

 1 月 18 日(日)に開催される餅つき大会について、前日・当日のおおまかなスケジュールと 

役割分担、役員の出欠予定等を確認した。餅つきには多くの人手が必要なため、役員のご家族

や一般の自治会員の方々にもお手伝いのお願いを呼びかける。 

 本日配布した餅つき大会のチラシ（抽選券つき）の各戸への配布は、12 月 20・21 日頃に 

お願いします。（あまり早く配ってしまうと、紛失等も考えられるため） 

 餅つき大会後の反省会兼新年会には、お手伝いの方々にも参加をお願いする予定。準備のため、

お手伝いの方の人数を把握したいので、役員に直接申し出のあった分については文化体育部長

にご連絡ください。（お手伝い募集の〆切は 12 月 27 日） 

 

５ 防災用品備蓄を呼びかけるパンフレットの配布について （防犯防災部） 

 

 ウェルシー防災会では、大規模災害や緊急時に備え、防災品の備蓄についての保存版パンフ 

レットを作成・配布することとなった。農水省が公開している同様のパンフレットから抜粋  

して作ったもので、完成次第、全戸に配布する予定。 

 自治会で備蓄しているアルファ米や、貯水タンクの水を汲み上げるための用意はあるものの、

それは各家庭での備蓄がなくなった後の最後の砦であり、基本的には各戸で最低でも３日分、

できれば１週間分の食料品等の備蓄をお願いしたく、今回のパンフレットはその啓蒙のために

作成した。 

 参考にした農水省のパンフレットは管轄上、食糧の備蓄の呼びかけが主だが、実際の災害を 

想定して、ウェルシーでは電池・ライト・簡易ガスコンロ等も併せて備蓄するよう提案する。 

 パンフレット原稿案について修正・追加案等があれば、1 週間内を目処にメールでお知らせを。 

 

６ 各部からの報告 

 

保健衛生部より 

 ごみ出しルールについてのチラシの回覧・掲示にご協力ありがとうございました。 

防犯防災部より 

 本日も役員会後に敷地内の防犯パトロールをしますので、ご都合のつく方はご参加ください。 

厚生部より 

 赤い羽根共同募金と社会福祉協議会の募金にご協力ありがとうございました。 

 

７ その他  

  

 ごみ置場に違法に放置された粗大ごみへの対応については、下記枠内のように決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回役員会 平成２７年１月１０日（土）１９：００～ 

§ 『ごみの出し方』ルール徹底のお願い § 
 

以前より問題となっておりました、所定の手続きをとらずに出された粗大ごみの布団に 

つきまして、自治会保健衛生部では注意喚起のチラシを回覧・掲示して様子を見てまいり 

ましたが、その後も引き取られることはなく、また別のごみ置場にはあらたにホットカー 

ペットが出され、回収不可の紙が貼られて放置されるという残念な状況が続いています。 

 

大変遺憾ではありますが、自治会では、これらをこのまま延々放置するわけにもまいり 

ませんので、市または業者に依頼し、処分することといたしました。処分にかかる費用は、 

やむを得ず自治会費より捻出することとなります。皆様からお預かりした大切な自治会費 

を、このようなことに支出するのは極めて理不尽であり、また平素ルールを守ってきちん 

とごみを出していただいている皆さま方には、大変申し訳ありませんが、何卒ご理解頂け 

ますよう、お願い申し上げます。 

 

引き続き、ごみ分別のルール徹底について、住民の皆様のご協力をお願いいたします。


